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【手続補正書】
【提出日】平成21年1月14日(2009.1.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像処理システムであって、
　対象画像の撮影シーンを判別するシーン判別部と、
　前記対象画像を構成する複数の画素の内の少なくとも一部の値を変更することにより前
記対象画像に所定の効果を生じさせるための予め設定された効果処理であって前記対象画
像の撮影シーンに対応付けられた効果処理を選択可能に提示すると共に、選択された効果
処理を前記対象画像に対して実行すべき効果処理として設定する効果設定部と、を備える
、画像処理システム。
【請求項２】
　請求項１記載の画像処理システムであって、さらに、
　前記対象画像に対して、前記効果設定部により設定された効果処理を実行する効果処理
部を備える、画像処理システム。
【請求項３】
　請求項２記載の画像処理システムであって、さらに、
　前記効果処理部による効果処理実行後の前記対象画像を出力する出力部を備える、画像
処理システム。
【請求項４】
　請求項１ないし請求項３のいずれかに記載の画像処理システムであって、さらに、
　前記対象画像の撮影シーンに対応付けられた画像補正を前記対象画像に対して実行すべ
き画像補正として設定する補正設定部と、
　前記対象画像に対して、前記補正設定部により設定された画像補正を実行する補正処理
部と、を備え、
　前記効果処理部により実行される効果処理は、前記補正処理部により実行される画像補
正に重畳して前記対象画像に対して実行される処理である、画像処理システム。
【請求項５】
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　請求項１ないし請求項４のいずれかに記載の画像処理システムであって、
　前記効果設定部は、前記シーン判別部が複数の撮影シーンが前記対象画像の撮影シーン
として該当すると判別した場合には、前記複数の撮影シーンのそれぞれに対応付けられた
効果処理のすべてを提示する、画像処理システム。
【請求項６】
　請求項１ないし請求項５のいずれかに記載の画像処理システムであって、
　前記シーン判別部は、撮影シーンの指定に基づき前記対象画像の撮影シーンを判別する
、画像処理システム。
【請求項７】
　画像処理方法であって、
（ａ）対象画像の撮影シーンを判別する工程と、
（ｂ）前記対象画像を構成する複数の画素の内の少なくとも一部の値を変更することによ
り前記対象画像に所定の効果を生じさせるための予め設定された効果処理であって前記対
象画像の撮影シーンに対応付けられた効果処理を選択可能に提示すると共に、選択された
効果処理を前記対象画像に対して実行すべき効果処理として設定する工程と、を備える、
画像処理方法。
【請求項８】
　請求項７に記載の画像処理方法であって、
　前記工程（ａ）は、撮影シーンの指定に基づき前記対象画像の撮影シーンを判別する工
程である、画像処理方法。
【請求項９】
　画像生成装置であって、
　撮影により画像を生成する撮影部と、
　前記画像を構成する複数の画素の内の少なくとも一部の値を変更することにより前記画
像に所定の効果を生じさせるための予め設定された効果処理であって前記画像の撮影シー
ンに対応付けられた効果処理を選択可能に提示すると共に、選択された効果処理を前記画
像に対して実行すべき効果処理として設定する効果設定部と、を備える、画像生成装置。
【請求項１０】
　請求項９に記載の画像生成装置であって、さらに、
　撮影シーンの指定を受領し、前記撮影時の撮影シーンとして設定するシーン設定部を備
える、画像生成装置。
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